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令和 5 年度 目的事業報告書 

１．事業名 落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦～ 

2．事業内容 上方落語協会所属の若手噺家１０名が披露する新作三題噺から着想を得た「はな

し画」により、絵本の夢を追いかけるコミュニティのイベント。1ｓｔラウンドは

９/２３大淀コミュニティセンターで開催、多世代約２００名の聴衆が訪れ大いに

盛り上がり決勝進出６名の落語家を選んだ。「はなし画」は審査員によるリモート

審査を実施。全３３名・９９作品から１０名・３０作品を選定、それら優秀作品は

「記念画集」に収めた。翌１/２６には天満天神繁昌亭で「三題噺王決定戦」が開

催され、三題噺王を決定し表彰するとともに、「はなし画」作者の表彰式も同時開

催した。 

３．実施日 

実施場所 

○令和５年９月２３日(土) 「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王 1ｓｔラウ

ンド～」 

（実施場所：大淀コミュニティセンター ホール） 

〇令和６年１月２６日（金）「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦～」 

（実施場所：天満天神繁盛亭） 

４．来場人数 延べ約３００名 

５．出演・審

査・協力など 

（敬称略） 

□公益社団法人上方落語協会会長・笑福亭仁智 

□露の団姫/桂そうば/桂ぽんぽ娘/笑福亭智六/笑福亭呂好/桂和歌ぽん/桂福点/

月亭天使/桂菊輔/桂紋四郎/桂あおば/桂恩狸 

□笑福亭仁智/大阪大学名誉教授・橋爪節也/演芸ジャーナリスト・やまだりよこ/

大阪大学大学院 工学研究科准教授・福田知弘/SPACESPACE 建築家・岸上純子/株

式会社偕成社販売部取締役特販部長・西川稔/関西テレビ放送株式会社・水戸徹/

天満天神繁昌亭マネージャー・關英栄 

□大道意匠研究舎/株式会社シンカ・コミュニケーションズ 

6.次年度の 

 展望 

「はなし画」の応募者において、コミュニティからの参加を募る工夫をさらに重

ね、コミュニティ・イベントとしての実績を高めていく。 

なお、「原画展」ではホームページを活用した公開スタイルの方がよりイベントへ

の興味を深めるきっかけになり得るとの考え方もあるため、SNS や Web サイトを

活用した展開など、方法や課題を総合的に検証し、次年度開催に向け検討を重ね

ていく。 
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添付資料① 当日写真 

＜「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王１stラウンド～」（９月２３日＠大淀コミュニティセンター＞ 

 

 

 

 

＜「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王 決勝ラウンド～」（1月 26日＠天満天神繫昌亭＞ 
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＜「はなし画」表彰式（令和６年１月２６日＠天満天神繁盛亭）＞ 
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添付資料② チラシ 

＜「落語と絵本のアニュアーレ」（９月２３日＠大淀コミュニテセンター＞ 
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添付資料③  落語と絵本のアニュアーレ 2023 三題噺王決定戦 1st ラウンド アンケート集計 
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コミュニティ協会のホームページ 
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＜年代別クロスマッチ集計＞

※20歳代未満～20歳代(対象数：28名)

たいへんよかった 15 参加したい 1

まあまあよかった 11 都合が合えば 6

あまりよくなかった 0 参加しない 7

よくなかった 1 わからない 13

その他 1 未回答 1

（区外内訳）

北区 3 淀川区　２名 応募したい 18

大阪市内 7 鶴見区　１名 応募したくない 0

大阪市外 18 西淀川区１名 わからない 9

福島区　１名 未回答 1

西区　　１名

浪速区　１名

（自由回答）

チラシ 6

コミ協HP 0

知り合い 2

新聞等の記事 0

その他 20 学校の授業20名

はじめて落語を見ましたがおもしろかったです。

落語を生で聞くのははじめてでしたがすごくおもしろかったです

※30歳代～50歳代(対象数：29名)

たいへんよかった 13 参加したい 7

まあまあよかった 15 都合が合えば 15

あまりよくなかった 0 参加しない 2

よくなかった 0 わからない 5

その他 1 未回答 0

北区 7 中央 住之江 応募したい 4

大阪市内 9 生野 東住吉 応募したくない 8

大阪市外 13 都島 東淀川 わからない 17

西成 未回答 0

淀川

大正

（自由回答）

チラシ 9 　団姫のブログ

コミ協HP 0 　家族

知り合い 11 　去年も観て

新聞等の記事 0 　担当の方から

その他 9 　よせぴ

楽しかったです

未就学児は入場不可とのことでしたが、赤ちゃんはOKなのでしょうか？

面白い噺はきいててたのしいけど、つまらないのは客からしたら地獄です

1名のみの授業でしたが3名がとてもよかったですありがとうございました。

（区外内訳）

噺のネタをみなさんよく考えてねられていたのをしみじみと感じました。

これからもがんばって下さい

おしりがいたい。大きい声で笑いをとるのはどうかとおもう。

話上手はやっぱりおもしろい。

落語をたくさん聴いたのが初めてだったが楽しかった。

長時間は少し疲れました。

何で知った

その他ご感想

計28件

計28件 計28件

住まい はなし画に応募したいと思ったか

計28件

計28件

感想 決定戦に参加したいか

落語を聞いたのは初めてだったのですが、とてもおもしろかったです。

感想 決定戦に参加したいか

計28件 計28件

住まい はなし画に応募したいと思ったか

計28件

計28件

何で知った

その他ご感想

計28件
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※60歳代～80歳代以上(対象数：51名)

たいへんよかった 19 参加したい 20

まあまあよかった 25 都合が合えば 17

あまりよくなかった 0 参加しない 5

よくなかった 0 わからない 8

その他 7 未回答 1

（区外内訳）

北区 14 阿倍野3名 応募したい 6

大阪市内 11 住之江1名 応募したくない 13

大阪市外 26 東淀川2名 わからない 31

東成3名 未回答 1

淀川1名

此花1名

（自由回答）

チラシ 22 たびぱる5名

コミ協HP 3 tiket

知り合い 14 お友達から

新聞等の記事 3 ツアー

その他 9

楽しい企画でした

長いので（出演者が多いので）出演者10人、決勝5人でどうか

決勝進出者の選考をスピードアップしてください

落語で昔の生活や文化が勉強できるのはうれしい

色々な落語噺を聞けました

聴き比べが出来、楽しかった

三題噺でできた落語を寄席でも聞かせてほしいです！

ふだんの噺家さんをちがった面が拝見できて楽しいです

計28件

住まい

感想

はなし画に応募したいと思ったか

計28件

計28件

何で知った

その他ご感想

決定戦に参加したいか

計28件 計28件
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添付資料④ 「落語と絵本のアニュアーレ」（９月２３日）アンケートご意見欄 

 

●はじめて落語を聞きました。とてもおもしろかったです。 

 

●はじめて、落語を生で見れておもしろかったです。 

 

●新たなもよおしで良かったです。落語のテレビ放送少ないのでもっと番組してほしいです。 

 

●会場の案内者や係員が少なかった。空調が寒すぎたり、後半暑かったりで残念。席の配置が見に

くく残念 

 

●落語ってどんなのか知らなかったけどおもしろかった。お年寄りの人向けのイメージだったけど

１０代の私でも友だちと一緒に楽しめました。 

 

●また、こういう落語会があれば機会があれば来たいです。 

 

●落語をちゃんと見たのは初めてだったけど、意外におもしろくて興味がわきました。 

 

●絵本のアニュアーレという割には噺を絵にしにくい話が多かった。その点だけが残念でした。 

 

●落語を生で見るのはなかなかないのでよかった。「落語」が子供の小学校の教科書にものってい

るのでわかりやすいものがいいですね。 

 

●思ってたのと違い、三題噺を取り込んだ新作落語になっていてたいへんよかった。頭に浮かんだ

情景が絵本になるのが楽しみです。 

 

●よかったのでこれからも続けてほしいと思います。 

 

●チラシを見てこのイベントを知りました。異なるジャンルの方々のコラボ大変楽しいので今後も

続けていただけたらと思います。 

 

●上は空間があるけど下は密。出入り禁止テープを貼るなどしてドアはあるていど開放したほうが

良い。入場時から静かに会話を控えるようなアナウンスすべき。 
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１．事業名 謎解きゲーム＆北区ウルトラ〇×クイズ 

2．事業内容 約３年の新型コロナ感染拡大による「友だち」、「住民」、「地域」とのコミュニティ

不足を解消しコミュニティの賦活化を図ると共に、地域活性化・施設利用の増加

促進を目的として開催した。北区の小学３年生～小学６年生を対象に２名１組で

参加者を募り、「北区にまつわる〇×クイズ」では、ペアが一丸となって北区にま

つわるクイズに解答してもらい、「謎解きゲーム」では中級・上級・超上級の謎解

き問題を解き明かし、２つの総合点を競う内容で実施した。 

○×クイズについては地域のまち歩き等の活動を行っている「北区ガイドボラン

ティア ヤジ馬ヤジ北」代表・松田眞一氏に問題の監修・当日の解説を依頼した。 

３．実施日 

実施場所 

令和５年１２月２６日(火) 午後１時３０分～午後４時 

北区民センター・ホール 

４．来場人数 延べ ６組 1２名 

５．協力 ・謎解き問題：㈱SCRAP「ヒラメキナゾトキ BOOK」より 

・北区ウルトラ〇×クイズ解説：ヤジ馬ヤジ北 代表・松田眞一様 

・北区子ども会育成連合協議会 

6.次年度の 

 展望 

参加者目標３０組に対し、応募は１０組だったが、当日、コロナ感染や病気による

キャンセルがあり、最終的には６組の参加となった。北区民センターが校区内に

ある小学校へのチラシ逓送を実施。Facebook/Twitter/ピアッザ/ジモティなどの

SNSやネット媒体での告知と併せ、北区民センター東壁の大型サイネージでの告知

も実施した。 

次年度は北区内各小学校へチラシを逓送し、各校下においても掲示板への掲示・

チラシの配架を行い、より広範に告知を行えるよう検討している。また、アンケー

ト結果で内容が難しかったという声が多く見られたため、次年度は幅広い年代の

子どもたちが気軽に参加でき、自分たちの住む地域のことを始め、様々なことを

楽しく学ぶことができるような内容を検討する。 

添付資料⑤ 当日出題写真 
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添付資料⑥ チラシ 
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1.事業名 キタのまちのニュースレター＜北区ふるさと・地域間交流＞ 

2.事業内容 商業施設の更新やホテル増などによる、まちの様変わりと「まちの記憶」に着眼

し、特にマンション居住者が９割を超える北区の現状や今後も増加する都心居住

者らに「新しいコミュニティ」へのヒントになり得るような「たのしみ」や「行動

をともにする地区生活者の話」などを中心に構成したニュースレターを発行した。

各号では地域コミュニティに関する様々な分野の専門家に執筆を依頼し、北区の

魅力を多面的に発信した。また、北区内ばかりではなく、北区に立地する道県事務

所など広域交流が可能な取材先も取り込んだ。 

さらに、新たにコミュニティに参入したいと考えている方が地域の情報を得られ

るように多くの方に届けるキタの情報を発信した。 

3.発行 No.８：２０２３（令和５）年春・夏号 

No.９：２０２３（令和５）年夏・秋号 

No.10：２０２３（令和５）年秋・冬号 

No.11：２０２４（令和６）年冬・春号 

4.発行部数 各 16,000部 

5.編集・発行 北区民センター・大淀コミュニティセンター・都市コミュニティ研究室 

6.次年度の 

 展望 

北区民センターや大淀コミュニティセンターの利用者に対してのインタビューを

行う。実際の利用者の声を届け、身近な場所の活動の内容を知ってもらう。 

それに加えて、北区民センターや大淀コミュニティセンターの事業などの情報を

発信・周知するとともに、地域コミュニティに関する様々な分野の方やご利用頂

いた地域団体に出稿協力を依頼し、北区に寄り添い北区の魅力を発信し続ける。 

そして、地域住民の皆様に北区民センターや大淀コミュニティセンターが「気軽

に」・「いつでも」・「誰とでも」・「地域コミュニティの場」として利用頂けるようの

利用促進を図る。 
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添付資料⑧ ＜キタのまちのニュースレター No.8＞ 
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＜キタのまちのニュースレター No.9＞ 
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＜キタのまちのニュースレター No.10＞ 
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＜キタのまちのニュースレター No.11＞ 
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1.事業名 扇町マナビバ マナビバ・フラ・カンファレンス＜環境循環型コミュニティを表現し楽しむ＞ 

2.事業内容 フラの学びを高めあうことにより地域コミュニティがより豊かになることを目的とした、“フ

ラでつながるコミュニティイベント”を 3月 12日に北区民センターで実施した。 

イベントは二部制で実施し、第一部ではハワイアンスタイルのオープニングに始まり、子ども

を中心としたフラのステージ。第二部ではテーマに沿ったハワイアンソングの曲を紹介しな

がら、生バンドの演奏でのフラダンス。フラを見たことがない方から踊れる方まで、理解を深

めることができるステージを企画した。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和６年３月２４日（日） 

 北区民センター ホール 

4.来場人数 延べ約３００名 

5.出演 □ハーラウ オ リリノエ    □ハラウ オ カホークー オーリノリノ 

□ハラウ フラ オ カモク オピオ オカラニ 

□ハラウ フラ オ メハナ 

6.次年度の 

 展望 

今年度は前年度よりも来場人数が多く、さらににぎやかなものとなった。たくさんの来場者が

ある中で、次年度は参加者がもっとフラの世界に入り込めるよう「体験・体感」できる仕組み

をイベントに組み込みたいと考えている。また、イベントが地域の新しいつながりの場となる

よう、次年度はチラシ・ポスターを活用した広報面においてもさらに力を入れていくことを検

討している。 

 

添付資料⑨ 当日写真 

＜マナビバ・フラ・カンファレンス（３月２４日＠北区民センター・ホール）＞ 
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1.事業名 浪花百景展示・講演会＜大公園の次世代を考える「扇町マナビバ」フォーラム事業＞ 

2.事業内容 大阪の昔の風景を描いた「浪花百景」４０点(景)を大判タペストリーにし、今と昔の大阪

を図版で実感。 

橋爪節也大阪大学院文学研究科教授と大阪大学総合学術博物館の波瀬山祥子さんによる

ワークショップも開催した。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和５年１１月３日(金・祝)～５日(日)  

北区民センター第１・２会議室 

4.来場人数 延べ約５０名 

5.協力 ・大阪大学教授 橋爪節也氏 

・大阪大学総合学術博物館 波瀬山祥子氏 

6.次年度の 

 展望 

江戸後期の大坂を描いた図版集「浪花百景」の原画（１００枚の風景錦絵）を、高精度で

大判のタペストリーに施し毎年度ごとに２０点(景)程度追加して「企画展示」を実施した。 

幕末の大坂の町の様子や庶民の姿が生き生きと描かれ、後年の開発と戦災で姿を消した川

や橋も多数見られる図版を、来年度は１０点(景)を追加。大阪の今昔を知るきっかけの一

環とし江戸時代の「古き良き大坂」にタイムスリップしてもらいながら、商都浪花の賑わ

いとそこで暮らす市井の人々の営みを一瞬の「景」でとらえた『浪花百景』の世界を読み

解き、見る人が『今のまちに求められる視点』を検証もらえる糧にしてもらう。 

また、今年度は企画展示以外にも大淀コミュニティセンターの自主事業である「文化のつ

どい」での展示も行い、イベントに足を運んだ方が気軽にタペストリーを見られるように

した。次年度は来場者が「今」と「昔」を見比べながらタペストリーを閲覧できるような

展示方法の再検討や、施設に足を運んだより多くの方に企画に参加して頂けるように展示

期間を拡充するなど、企画内容を精査していく。 

 

添付資料⑩ 当日写真 

＜浪花百景展示・ワークショップ＞ 
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添付資料⑪ チラシ 



62 

 

添付資料⑫  「浪花百景展示・講演会」アンケート集計結果 


